
令和８（2026）年度条件不利地域におけるデータ集計及び可視化業務委託 

公募型プロポーザルに係る質問と回答 

 
質問 回答 

１ 県内の旧市町単位での集計が必要となりますが、市町村合併後の

データは旧市町単位で判別できる数値となっているのでしょう

か。合併後・合併前とでデータを分けるのでしょうか。 

センサス項目においては、市町村合併後のデータの他、昭

和 25 年旧市町村単位でのデータを公表している項目もあ

りますので、旧市町村単位での集計が望ましいと判断する

項目については、当該数値も閲覧が可能なツールの製作を

お願いすることを考えています。 

（採用する項目は県と協議の上で決定） 

２ GIS データ作成に利用するアプリの指定などはありますか？ 指定はありません。 

 

３ 仕様書 4（1）に記載の「評価数値の閲覧が可能なツール」につい

ては、農林業センサス、国勢調査等に基づき、人口、世帯数、農家

数、農業従事者数、経営耕地面積等の各指標について、2005 年か

ら 2025 年までの各年度値、増減数、増減率等を、市町、平成合併

前旧市町村、昭和 25年区分旧市町村等の集計単位ごとに閲覧・抽

出できるものを基本とする理解でよいでしょうか。 

 

ご認識のとおりです。 

４ 評価ツールにおいて、グラフ表示や地図表示等の可視化機能まで

必須とするか、又は集計結果を検索・抽出し、Excel、CSV 等の加

工可能な形式で出力できる機能を備えることで足りるかをご教示

ください。 

後者のとおり、評価ツールについては、集計結果を検索・

抽出し、Excel、CSV 等の加工可能な形式で出力できる機能

を備えることのみで足りると判断しています。 

 



５ 評価ツールの主な利用者として、県職員による内部検討、市町職員

への共有、地域関係者への説明等のうち、どの利用場面を重視して

いるかをご教示ください。 

県職員及び市町職員による内部活用を重視していますが、

集計データの出力結果を地域関係者への説明資料に利用

することも想定しています。 

６ 評価ツールを HTML/JavaScript 等のブラウザ閲覧型とする場合、

電子媒体内のHTMLファイル等を職員端末上で直接開いて利用する

ローカル完結型を想定しているか、又は庁内 Web サーバー等に配

置して利用する形式を想定しているかをご教示ください。 

仕様書４（１）における成果品では、質問項目「４」の回

答のとおり、Excel、CSV 等の加工可能な形式での納品を想

定しています。そのため、HTML/JavaScript 等のブラウザ

閲覧型の場合には、職員により加工可能な形式が抽出でき

ることが要件となります。 

７ 評価ツールについて、利用時の職員端末において、インターネット

接続を前提としてよいかをご教示ください。 

質問項目「６」の回答のとおり、インターネット接続が前

提となる場合、Excel、CSV 等の加工可能な形式で必要なデ

ータが抽出できることが要件となります。 

 


